
韓
国
を
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
提
訴
し
、
外
国
人
材
を
活
用
し
て
、
労
働
安
全
衛
生
を
強
化
！ 

 

立
春
と
は
い
え
、
寒
い
日
が

続
い
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
自

愛
下
さ
い
。 

 

常
日
頃
の
ご
指
導
に
は
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

海
事
振
興
、
造
船
業
活
性
化

の
た
め
に
引
き
続
き
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

●
造
船
業
の
概
況
は 

 
近
年
の
世
界
造
船
市
場
は
、

海
運
の
船
腹
量
過
剰
と
造
船

の
供
給
能
力
過
剰
な
ど
に
よ

り
、
依
然
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
一
方
、
我
が
国
の

新
造
船
受
注
量
は
、
一
昨
年

か
ら
回
復
基
調
に
あ
り
、
昨

年
は
大
幅
に
増
加
し
ま
し

た
。
本
年
を
市
場
回
復
の
年

に
し
た
い
も
の
で
す
。 

 

我
が
国
の
造
船
業
の
課
題

は
、
現
場
生
産
性
の
向
上
や

人
材
の
確
保
・
育
成
等
で
す
。

そ
の
解
決
に
向
け
、
国
と
関
係

団
体
と
の
連
携
役
と
し
て
、

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

●
税
制
支
援
策
は 

 

昨
年
末
、
来
年
度
の
税
制
改

正
大
綱
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。
ご
要
望
頂
い
た
①
船
舶
に

係
る
特
別
償
却
制
度
と
、
②

中
小
企
業
投
資
促
進
税
制

は
、
二
年
間
延
長
と
な
り
ま

し
た
。
特
償
は
、
運
航
効
率
と

環
境
性
能
に
優
れ
た
Ｉ
Ｏ
Ｔ
技

術
等
の
先
進
船
舶
導
入
促
進

に
向
け
拡
充
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
海
運
業

と
と
も
に
、
造
船
業
へ
の
支
援

に
繋
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

●
韓
国
を
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
提
訴 

 

韓
国
に
対
し
て
は
、
公
的
支

援
の
早
期
是
正
を
図
る
た

め
、
我
が
国
の
懸
念
を
伝
え
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
措
置
の

是
正
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

そ
こ
で
、
昨
年
十
一
月
に
韓

国
政
府
に
対
し
て
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
手

続
き
に
基
づ
く
二
国
間
協
議

を
正
式
に
要
請
し
、
十
二
月

に
韓
国
ソ
ウ
ル
に
お
い
て
協
議

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
引
き

続
き
問
題
の
早
期
解
決
が
図

ら
れ
る
よ
う
国
を
督
促
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

●
外
国
人
材
の
活
用 

 

我
が
国
の
造
船
業
は
、
技
能

実
習
制
度
で
約
五
千
八
百

人
、
外
国
人
造
船
就
労
者
受

入
れ
事
業
（
特
定
活
動
）
で
約

二
千
六
百
人
の
外
国
人
材
が

既
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
の
入
管
難
民
法
改
正

に
よ
り
、
本
年
四
月
か
ら
在

留
資
格
「
特
定
技
能
」
が
新
た

に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
造
船
・

舶
用
工
業
を
は
じ
め
と
し
た

十
四
業
種
に
お
い
て
、
外
国
人

材
を
受
入
れ
る
制
度
が
開
始

さ
れ
ま
す
。
円
滑
な
制
度
運

用
に
向
け
て
、
力
を
尽
く
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

●
日
本
人
の
育
成
・確
保 

 

ま
た
、
日
本
人
の
人
材
の
育

成
・
確
保
の
た
め
に
、
義
務
教

育
段
階
か
ら
海
洋
や
造
船
へ

の
理
解
を
広
げ
る
教
育
を
充

実
さ
せ
、
高
校
の
工
業
科
に

船
舶
工
学
を
二
十
年
ぶ
り
に

復
活
さ
せ
ま
し
た
。  

 

●
労
働
安
全
衛
生
対
策 

 

魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
の

た
め
に
は
、
労
働
安
全
衛
生

の
確
保
は
大
前
提
で
す
。
関

係
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

相
談
会
や
出
張
型
の
体
験
教

育
、
冊
子
や
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る

意
識
啓
発
等
に
取
り
組
む
の

み
な
ら
ず
、
外
国
人
材
向
け

に
通
訳
を
入
れ
た
安
全
体
感

教
育
等
も
推
進
し
て
頂
い
て
い

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
造
船
現

場
の
労
働
安
全
衛
生
向
上
に

つ
い
て
、
今
後
も
支
援
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

 
引
き
続
き
、
皆
様
方
の
ご
指

導
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 
(

赤
池
ま
さ
あ
き) 
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現在自民党では党員を募集し

ています。詳細は事務所まで。 

赤
池 

誠
章 (

ま
さ
あ
き
） 

昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
生
ま

れ
。
明
治
大
学
卒
。
松
下
政
経

塾
で
松
下
幸
之
助
氏
か
ら
人
づ

く
り
の
重
要
性
を
学
ぶ
。
専
門

学
校
長
を
経
て
、
衆
議
院
議
員

に
当
選
。
清
和
政
策
研
究
会
所

属
。
平
成
二
十
五
年
の
参
院
選

比
例
代
表
全
国
区
で
国
政
復

帰
。
国
土
交
通
委
員
会
理
事
、

文
部
科
学
大
臣
政
務
官
、
参
議

院
文
教
科
学
委
員
長
等
を
務

め
、
現
在
、
自
民
党
文
部
科
学

部
会
長
二
期
目
、
海
事
振
興
連

盟(

衛
藤
征
士
郎
会
長)

常
任
理

事
、
海
洋
教
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
座
長
。 

平成31年 (2019年) 2月4日 (月曜日) 
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参議院議員 比例代表(全国区) 

国政ニュース 

造船業の課題は生産性向上と人材確保 

安倍晋三総理 と 

ともに！ 
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